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　11月１日（土）高水市民センター周辺で高水わいわいまつ
りが開催されました。
～みんな、えがおでたのしもう！～のスローガンのもと明照
幼稚園和太鼓演奏、熊毛中学校吹奏楽部演奏、ステージでの
歌や踊り、体験コーナー、出店やキッチンカーでみんな楽しみ
最後は餅・菓子まきで盛り上がる中、笑顔で閉会しました。

高水地区社協だより 第54号
誰もが安心して暮らせる
　　　支えあいのまち高水

なべづる園

綿菓子焼鳥



　11月8日（土）に、高水スポーツ振興会主催のグラウンドゴルフ
大会が高水小学校運動場で開催されました。
　３１名の方が参加され、和気あいあいとした中で一打一打に
歓声があがり、楽しいひと時を過ごされました。

　夏休みに入った7月２０日と２７日に『高水わいわい食堂 陽だまり』が、高水市民センター
で開催されました。第１回目の２０日には小学１年生から３年生までの児童１１名が「３色お
にぎり」「トマトスープ」など4品を、第２回目の２７日には小学４年生から６年生までの児童
１５名が「コーンとツナのサラダ混ぜごはん」「白菜スープ」など4品を、みんなで協力しなが
ら楽しく作り、美味しくいただきました。

7/20 おにぎり上手にできた！ 7/27 混ぜごはんに挑戦



たかみず探訪

10/3街頭募金の様子

　昭和６年から年次ごと地域を分
けて起工され昭和９年３月に高水
駅が開業しました。山陽本線(旧柳井線)が複線と
なるまでは時間短縮ということから昭和１９年ま
で山陽本線と呼ばれていました。
　多い時には往復３６本近くの列車が止まり特急
列車も通っていたそうです。また、列車同士が行

き違いをするための長いホームも作られ
て、現在も高水駅に残っています。

参考資料：高水村誌・高水小百年誌

　昭和４６年までは、岩徳線にもSL（蒸気機関車）
が運行していました。
　型式D５１はデゴイチと呼ばれて親しまれ、当時
運行していたものと同型の機関車が、今も徳山動
物園に展示してされています。

　現在、赤い羽根共同募金と歳末たすけあい運
動が展開されています。集まった募金は、「じぶ
んの町をよくする」ために使われています。
　地域に暮らすみなさまが幸せに明るい新年を
迎えられますよう、ご協力をお願いいたします。

岩徳線と高水駅

参考資料：高水小百年誌

【募金の使用目的】
　・地域で行われる福祉活動
　・福祉施設や団体事業への支援
　・高齢者福祉や障がい者福祉の充実
　・市民啓発活動
　・その他

赤い羽根共同募金運動
歳末たすけあい運動



　師走は何かと気ぜわしい時期ですが、季節
性インフルエンザが流行しています。感染拡
大を防ぐため、外出後の手洗い、うがいを徹
底し、十分な睡眠とバランスの取れた食事に
よる体調管理で、年末、年始、お正月を笑顔
で過ごしましょう。
（広報部：弘中、藤井、末廣、貞益、本多）

≪ 編集後記 ≫


